
小
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の
プ
レ
ゼ
ン
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２
月
19
日 
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東日本大震災から１年



　
　
１７
回
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
コ

　
　
ン
サ
ー
ト
は
２
月
５
日
、
菊

川
文
化
会
館
ア
エ
ル
大
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
６
年
、
当

時
の
菊
川
町
と
山
口
県
菊
川
町
と

の
交
流
事
業
が
発
端
と
な
り
始
ま

っ
た
同
事
業
は
、
自
主
企
画
・
自

主
運
営
が
特
徴
。
費
用
も
一
人
５

０
０
円
の
参
加
費
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
も
、
実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
保
育

園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
出
演
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た

小
中
学
生
な
ど
、
お
よ
そ
５
０
０

人
の
手
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
作
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
特
に
、
昨
年
３
月
１１
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、

「
３
・
１１
東
日
本
大
震
災
復
興
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
川
少
年
少
女
合
唱
団
の
美
し

　
　
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
幕
を
開
け

た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
双
葉
保
育
園

園
児
に
よ
る
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

「
ふ
た
ば
っ
子
太
鼓
」
、
菊
川
東

中
・
菊
川
西
中
・
岳
洋
中
そ
れ
ぞ

れ
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
力
強
い
演

奏
、
炎
衆
北
斗
や
艶
舞
菊
川
の
よ

さ
こ
い
ダ
ン
ス
な
ど
、
参
加
し
た

１８
団
体
が
被
災
地
に
「
元
気
」
を

送
ろ
う
と
熱
演
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
最
後
に
は
渡
辺
バ

レ
エ
教
室
の
皆
さ
ん
が
登
場
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
平
和

を
願
っ
て
創
作
し
た
バ
レ
エ
「
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
・
手
を
と
り
あ
っ
て
」
〜

希
望
・
そ
し
て
生
命
の
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
〜
を
披
露
す
る
と
、
会
場
は
感

動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
場
内
に
は
、
東
日
本
大
震
災

　
　
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
と
、
被
災
地
の
写
真
や
現
地

の
人
の
話
な
ど
を
掲
載
し
た
パ
ネ

ル
展
示
、
記
録
映
像
を
基
に
製
作

さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
被
災
地
を
支
援
し
よ

う
と
「
福
島
県
物
産
展
」
や
募
金

活
動
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
終
了
後
に
は
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
も
開
か
れ
、
収

益
金
は
東
日
本
大
震
災
で
親
を
亡

く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
、

市
教
育
委
員
会
を
通
じ
「
あ
し
な
が

育
英
会
」に
全
額
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

私たちは忘れない
東日本大震災から１年

東日本大震災からの復興と平和を願い創作された「LIFE・手をとりあって」～希望・そして生命のDANCE～を発表する渡辺バレエ教室

東北地方に甚大な被害をもたらした東日本大震災から１年が経過しようとしています。
悲しみを乗り越え、復興への道を歩み続ける被災地の皆さん。その一方で、私たちの
記憶は少しずつ薄らいでいるのではないでしょうか。
多くの人の命や日常を奪った大震災。近い将来、東海地震の発生が予測されている私
たちに必要なことは、あの大震災を「忘れない」こと、そして学び・伝えていくことではな
いでしょうか。
１年が経過する今、私たちにできることをもう一度考えてみましょう。

１
日
も
早
い
復
興
を
願
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

支援
第菊

会
え
ん  

し
ゅ
う 

ほ
く    

と

え
ん    

ぶ

特集
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私
た
ち
は
東
日
本
大
震
災
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

こ
こ
菊
川
で
被
災
地
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
し
た

　

今
年
で
17
年
目
・
第
17
回
を
迎
え

た
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
お
よ
そ
１
年
が

経
過
し
た
今
、「
被
災
地
の
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」と
実
行

委
員
会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
の
中
に
は
、被
災
地
へ

支
援
物
資
を
届
け
た
り
、現
地
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
き
た
人
も
い

ま
し
た
。テ
レ
ビ
や
新
聞
だ
け
で
は

知
る
こ
と
の
で
き
な
い
被
災
地
の
現

実
を
聞
き
、改
め
て
何
か
し
な
く
て

は
と
感
じ
ま
し
た
。私
た
ち
が
直
接

被
災
地
で
活
動
す
る
た
め
に
は
、事

前
の
調
整
や
時
間
の
関
係
な
ど
も
あ

り
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

こ
こ
菊
川
で
被
災
地
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

と
い
う
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
で
、

少
し
で
も
被
災
地
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、パ
ネ
ル
展

示
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
し
た
。さ

ら
に
、福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
風

評
被
害
に
苦
し
む
福
島
の
皆
さ
ん
を

少
し
で
も
支
援
で
き
な
い
か
と
、福

島
県
物
産
展
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
実
施
。収
益

金
の
全
て
を「
あ
し
な
が
育
英
会
」へ

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。東

日
本
大
震
災
で
は
、地
震
や
津
波
に

よ
り
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
が
１
５

０
０
人
を
超
え
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。こ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、微

力
な
が
ら
も
力
に
な
り
た
い
と
考
え
、

企
画
し
た
も
の
で
す
。出
演
者
な
ど

多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
は
少
し
ず
つ
復
興
へ
向
か

っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、今
な
お
多

く
の
人
が
厳
し
い
避
難
生
活
を
送
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。グ
リ
ー
ン

ガ
ー
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て
、一

人
で
も
多
く
の
人
が
改
め
て
東
日
本

大
震
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な

っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

▲福島産の農産物加工品などが販売され
　た物産展

▲募金活動とチャリティーバザーの収益金
　81,221円を石原潔教育長に手渡す関係者

▲展示された被災地の写真を食い入るよ
　うに眺める来場者

東日本大震災の記憶を風化させてはいけない。復興と平和を願い創作しました
　今回発表させていただいた作品は、東日本
大震災をきっかけに、みんなが手をとりあって
絆を深め、新たな明日へ向かっていこうという
復興と平和を願い創作しました。
　私たちのダンスを見ていただいた皆さんに、
少しでも勇気と希望を与えることができたら。
また、東日本大震災を決して忘れてはならな

い。そんなメッセージを込めて発表させてい
ただきました。
　出演した子どもたちも、今は演じることに必
死だったと思いますが、体験したことで必ず
記憶に残ると思います。これからも東日本大
震災のこと、「絆」の大切さを忘れずにいてく
れたらうれしいです。

グリーンガーデンコンサート

伊藤彰彦 実行委員長
（仲島一丁目）

あ き  ひ こ

渡辺バレエ教室

渡邊千昌 さん（森町）
ち     あき

展示パネルを担当した

松島弘明 さん（牛渕）
ひろ   あき

ひろ  あき

大地震の現実を知り、認識しておくことが、自分自身を守ることにつながります
　東日本大震災発生後、何か自分にできるこ
とはないかと考え、とにかく被災地へ行こうと
決意しました。地域の皆さんに協力いただき、
昨年３月末に支援物資をトラックに載せ、横
山博昭さん（神尾）と共に福島県南相馬市へ
向かいました。その後、岩手県や福島県など
延べ４回被災地へ行ってきました。

　今回、東日本大震災パネル展を実施するこ
とになり、私もできる限りの協力をさせていた
だきました。被災地の写真などを展示し、改め
て東日本大震災のことを絶対に忘れてはいけ
ない、また、大震災の現実を知り、認識してお
くことが、自分自身を守ることにつながるので
はないかと感じました。



相
互
支
援
の
重
要
性
を
認
識

　　
市
で
は
、
平
成
１３
年
に
県
が
発

表
し
た
東
海
地
震
第
３
次
被
害
想

定
に
基
づ
き
「
菊
川
市
地
域
防
災

計
画
」
を
策
定
。
東
海
地
震
へ
の

備
え
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
隣
接
す
る
掛
川

市
、
御
前
崎
市
、
牧
之
原
市
と

「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締

結
し
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
時
の

生
活
物
資
を
確
保
す
る
た
め
、
市

内
に
あ
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ス

ー
パ
ー
な
ど
と
の
協
定
締
結
も
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
３
月
１１
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
今
ま

で
の
常
識
を
大
き
く
覆
し
ま
し
た
。

特
に
、
複
数
県
に
わ
た
る
広
範
囲

か
つ
甚
大
な
被
害
や
、
長
期
間
の

避
難
生
活
な
ど
、
単
独
自
治
体
で

の
対
応
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
実

感
。
自
治
体
間
の
相
互
支
援
の
重

要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
広
範
囲
の
被
害
を
想
定
し
た
場

合
、
同
一
の
災
害
で
は
被
災
し
な

い
遠
隔
に
あ
る
自
治
体
と
の
支
援

体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
、
以

前
か
ら
交
流
が
あ
り
、
お
互
い
の

市
村
の
状
況
を
良
く
知
る
長
野
県

小
谷
村
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

▲２月18日、菊川市役所で開かれた調印式で、菊川市と小谷村の両首長が協定書に調印。協定が締結されました。
　写真左から、小笠原宏昌市議会議長、太田順一市長、松本久志村長、北村利幸村議会議長。

市では、広範囲に甚大な被害を出した東日本大震災から得られた新たな知見や教訓を
基に、防災体制の見直しを進めてきました。
特に、「災害に遭ってもすぐに元気が取り戻せるまち」を築くために必要な施策を検討。
今回、その一つとして、以前から交流のあった長野県小谷村と「災害時等の相互応援に
関する協定」を締結しました。

公助
災害に強い安全・安心のまちを目指して

長野県小谷村と災害協定を締結
お                たり               むら
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▲昨年７月小谷小５年生が、小笠北小を訪問。
　手作り名刺を交換するなど交流を深めました。

の
道
を
し
の
ば
せ
る
貴
重
な
史
跡

が
残
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
小
谷

村
に
交
流
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
申
し
入
れ
を
小
谷
村
が
快

諾
。
互
い
の
特
徴
を
活
か
し
、
教

育
、
文
化
、
経
済
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

住
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
継
続

　　
合
併
以
降
も
交
流
を
継
続
し
て

き
た
菊
川
市
と
小
谷
村
。
塩
の
道

祭
り
へ
の
参
加
や
交
流
体
験
ツ
ア

ー
の
実
施
な
ど
、
多
く
の
市
民
が

小
谷
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
小
谷
村
か
ら
は
、
小
谷
小
学
校

５
年
生
が
毎
年
、
臨
海
学
習
の
際

に
市
内
の
小
学
校
を
訪
れ
た
り
、

秋
の
祭
典
に
小
谷
村
民
が
参
加
し

た
り
す
る
な
ど
、
住
民
レ
ベ
ル
の

交
流
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

大
自
然
と
歴
史
が
魅
力
の
村

　　
長
野
県
の
最
西
北
部
に
位
置
し
、

新
潟
県
と
県
境
を
接
す
る
小
谷
村
。

村
の
中
央
を
日
本
海
に
北
流
す
る

姫
川
が
流
れ
、
中
部
山
岳
・
上
信

越
高
原
と
い
う
二
つ
の
国
立
公
園

に
ま
た
が
り
、
面
積
の
８６
％
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
と

し
た
大
自
然
や
ス
キ
ー
場
、
豊
富

な
源
泉
を
楽
し
め
る
温
泉
、
古
街

道
や
昔
な
が
ら
の
茅
葺
き
屋
根
を

残
す
山
村
風
景
な
ど
、
美
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
た
歴
史
あ
る
村
で
す
。

出
会
い
は
”古
道
・
塩
の
道“

　
交
流
の
き
っ
か
け
は
、
古
来
か

ら
塩
や
海
産
物
を
内
陸
に
運
ぶ
の

に
使
わ
れ
た
「
塩
の
道
」
で
し
た
。

　
平
成
７
年
、
静
岡
県
の
塩
の
道

「
秋
葉
街
道
」
か
ら
、
新
潟
県
糸

魚
川
市
を
結
ぶ
「
千
国
街
道
」
ま

で
の
間
お
よ
そ
３
５
０
㎞
、
静

岡
・
長
野
・
新
潟
３
県
に
及
ぶ
１２

市
３４
町
村
が
「
塩
の
道
会
議
」
を

結
成
。
塩
の
道
に
よ
る
地
域
間
交

流
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　
当
時
、
「
塩
の
道
」
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
た

小
笠
町
は
、
周
辺
市
町
と
共
に
、

現
地
調
査
な
ど
を
実
施
。
「
塩
の

道
祭
り
」
の
開
催
や
、
当
時
の
塩

小谷村にも遊びにきてね
　昨年、臨海学習のときに初めて菊川
市へ行きました。小笠北小では、ペア
になった友達とドッジボールやゲーム
をしました。少し緊張したけど楽しかっ
たです。お茶畑もとてもきれいでした。
　小谷村は自然がいっぱい。春は山菜
を採ったり、冬はスキーをしたりして遊
んでいます。菊川の皆さんも、ぜひ小
谷村に遊びに来てください。

道の駅には特産品がいっぱい
　道の駅小谷には、小谷産の酒米を使い、小
谷杜氏が仕込んだ「小谷錦」や「雨飾山」など
こだわりの地酒、村で採れ
る「山ぶどう」や「さるな
し」を使ったお菓子など、
お勧めの商品がいっぱい
です。小谷村を訪れた際
には、ぜひ立ち寄ってみ
てください。

小谷小学校５年

松澤綾音 さん
あや    ね

道の駅小谷

北村洋子 さん
よう    こ

長野県小谷村 緑と雪と温泉のふるさと信州おたり

１_標高1,900ｍ、多様な動植物の息
づく自然の宝庫「栂池自然園」。
２_良質なパウダースノーを楽しめる、
栂池高原・白馬乗鞍温泉・白馬コルチ
ナの３スキー場。
３_山あいの峡谷沿いに個性豊かな
10の温泉が点在する小谷村。豊富な
源泉と大自然が疲れを癒してくれる。

小谷村の概要（H24.1.31現在）
人　口：3,245人
世帯数：1,296世帯
総面積：267.91k㎡
小谷村ＨＰ
 http://www.vill.otari.nagano.jp/
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２
月
１０
日
に
は
、
菊
川
市
の
太

田
順
一
市
長
と
小
笠
原
宏
昌
市
議

会
議
長
が
小
谷
村
を
訪
問
。
松
本

久
志
村
長
と
北
村
利
幸
村
議
会
議

長
に
協
定
締
結
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
相
互
に
協
定
内
容
を
確
認
し

た
後
、
小
谷
村
か
ら
正
式
に
承
諾

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

友
好
と
信
頼
に
基
づ
く
協
定

　
２
月
１８
日
、
菊
川
市
役
所
で
開

か
れ
た
調
印
式
に
は
、
両
市
村
か

ら
首
長
、
議
会
議
長
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
が
出
席
。
両
首
長
が

協
定
書
に
そ
れ
ぞ
れ
調
印
し
、
力

強
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
太
田
市
長
は
「
今
回
の
協
定
締

結
は
、
菊
川
市
と
小
谷
村
お
互
い

の
友
好
と
信
頼
に
基
づ
き
共
に
助

け
合
お
う
と
い
う
も
の
。
こ
れ
を

機
に
住
民
同
士
の
幅
広
い
交
流
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、

防
災
体
制
の
強
化
と
、
今
後
の
交

流
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

不
可
欠
な
防
災
体
制
強
化

　　
近
い
将
来
の
発
生
が
予
想
さ
れ

て
い
る
東
海
地
震
。
市
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
防

災
体
制
の
強
化
は
市
の
重
要
課
題

の
一
つ
で
す
。
特
に
、
小
谷
村
と

の
災
害
協
定
は
、
市
に
と
っ
て
非

常
に
心
強
い
備
え
と
な
る
た
め
、

締
結
に
向
け
早
急
に
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

迅
速
な
支
援
活
動
が
可
能
に

　
協
定
書
に
は
、
ど
ち
ら
か
の
地

域
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
災
害
を
受
け
た
市
ま
た
は

村
に
対
し
て
、
応
急
対
策
お
よ
び

復
旧
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
次
の
事
項
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
食
糧
、
飲
料
水
お
よ
び
生
活
必

　
需
品
等
の
物
資
の
提
供

②
救
出
、
医
療
、
防
疫
等
に
か
か

　
る
資
機
材
お
よ
び
物
資
の
提
供

③
救
援
お
よ
び
救
助
活
動
に
必
要

　
な
車
両
等
の
提
供

④
被
災
者
、
被
災
児
童
お
よ
び
生

　
徒
等
の
一
時
受
入

⑤
医
療
施
設
、
介
護
施
設
等
の
入

　
所
者
の
一
時
受
入

⑥
救
援
、
救
助
、
応
急
復
旧
等
に

　
必
要
な
職
員
派
遣

⑦
被
災
者
（
災
害
時
要
援
護
者
を

　
含
む
）
を
一
時
受
け
入
れ
る
た

　
め
の
施
設
お
よ
び
住
宅
の
提
供

　
並
び
に
斡
旋

長
年
の
交
流
が
実
を
結
び

小
谷
村
と
新
た
な
友
好
の
絆

菊
川
市
と
小
谷
村
が
締
結
し
た「
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」。

こ
の
協
定
に
よ
り
、ど
ち
ら
か
の
地
域
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、備
蓄
物
資
の
提
供
、

職
員
の
派
遣
な
ど
円
滑
な
相
互
支
援
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▲２月10日、小谷村役場を訪れ、協定締結の申し入れ
　をする太田市長



特集 私たちは忘れない

応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
東

日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
認
識
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
小
谷
村
は
昔
か
ら
土
砂
災
害
や

雪
の
災
害
な
ど
が
多
い
村
。
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
し
、
住
民
も
災
害
に
対
す
る
心

構
え
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
規
模
な
地
震
災
害
に

つ
い
て
は
、
十
分
に
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
上
に
位
置

す
る
小
谷
村
は
、
直
下
型
地
震
の

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
住

民
が
一
時
的
で
も
村
内
に
留
ま
れ

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
災

害
弱
者
に
つ
い
て
は
、
い
ち
早
く

安
全
な
地
域
に
避
難
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
災
害

協
定
締
結
は
、
小
谷
村
と
し
て
も

大
変
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
の
支
援
を

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
周

辺
自
治
体
は
対
応
に
追
わ
れ
、
支

援
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
私
が
か
つ
て
長
野

県
職
員
と
し
て
中
越
地
震
の
被
災

地
へ
行
っ
た
と
き
に
感
じ
た
こ
と

で
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
お

協
定
を
機
に
一
層
の
交
流
を

　　
塩
の
道
が
縁
で
結
ば
れ
た
菊
川

市
と
小
谷
村
。
行
政
だ
け
で
な
く

住
民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
、
小
谷

小
学
校
の
児
童
が
臨
海
学
習
の
際

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、

５
月
の
連
休
に
小
谷
村
で
開
催
さ

れ
る
塩
の
道
祭
り
に
は
、
菊
川
市

か
ら
多
数
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
最
近
は
、
村
も
村
民
も
菊
川
市

と
も
っ
と
交
流
し
よ
う
と
い
う
機

運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
の
協
定
締
結
を
機
に
、
よ
り

良
い
お
付
き
合
い
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
心
強
い
協
定

　
広
域
・
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
と
き
、
単
独
の
県
だ
け
で
対

い
て
も
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
災
害
協
定
は
、
ど
ち
ら

か
の
地
域
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
物
資
提
供
や
職
員
派

遣
な
ど
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
人
口
お
よ
そ
５
万

人
の
菊
川
市
と
、
３
０
０
０
人
の

小
谷
村
で
は
、
多
少
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
感
じ
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
、
私
た
ち
に
で
き
る
最

大
限
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
谷
村

だ
け
で
対
応
で
き
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
周
辺
市
町
村
に
も
協
力
を

求
め
る
な
ど
の
対
応
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

互
い
の
特
徴
を
活
か
し
交
流

　
温
暖
な
菊
川
市
と
、
雪
深
い
小

谷
村
、
環
境
は
違
い
ま
す
し
距
離

も
離
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

後
も
互
い
の
特
徴
を
活
か
し
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
菊
川
市
の
皆
さ
ん
に
は
、
小
谷

村
民
が
菊
川
を
訪
れ
た
際
、
ぜ
ひ

積
極
的
な
交
流
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
菊
川
市
の

皆
さ
ん
が
小
谷
村
に
来
た
際
に
は
、

で
き
る
限
り
の
お
も
て
な
し
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
小
谷
村
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

協定締結は小谷村にとっても大変心強い

今後も互いの特徴を活かし、より深い交流を

長野県小谷村
松本久志 村長

ひさ       し

お互いの災害経験や防災ノウハウを共有し、防災体制の強化を
　今回の災害協定は、どちらかの地域で大規
模災害が発生したとき、迅速な物資提供や職
員派遣を可能にするものです。災害直後の混
乱した状況にある中で、面識がない自治体の
職員が支援に来るより、交流のある菊川市の職
員の方に来ていただく方が安心できますし、連
携がスムーズにいくのではないかと思います。
　また、土砂災害や雪による災害が多い小谷
村、東海地震の発生が予想されている菊川市。
お互い置かれている状況や災害に対する課題

は違うと思います。協定を結ぶことで、災害発
生時の支援はもちろんですが、平時においても、
連絡会の開催や防災訓練への参加など連絡を
密にすることで、お互いの災害経験や防災のノ
ウハウを共有し、防災体制をさらに強化できる
のではないかと思います。
　協定書の内容も防災担当者同士が今後も話
し合い、見直しを行い、さまざまな状況に対応
できる、本当の意味で有効な協定となればと思
っています。

小谷村消防主任

千國善之 さん
よし   ゆきち     くに



１_女性消防団員から救命法を学ぶ参加者 ２_クイックアームで反応の速さを確認 ３_消防車の前での記念撮影に大喜びの子どもたち

東日本大震災を機に見直されたもの、それは「地域の絆」です。
震災後の混乱の中、秩序を守り、助け合い、支え合い避難生活を送った被災地の皆さん。
また、被災地で活動した自衛隊員や消防士、全国から駆けつけた災害ボランティアの姿から、
「人と人とのつながり」の大切さを実感しました。
地域を守る最大の力「地域の絆」を、今再確認するときではないでしょうか。

共助 地域の絆は、地域を守る最大の力

　
　
規
模
災
害
が
発
生
し
、
市
内

　
　
各
所
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
場
合
、
そ
の
全
て
に
市
や
消
防
、

警
察
な
ど
の
公
的
機
関
が
救
助
に

駆
け
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
普
段
か
ら
つ
な
が
り
の
あ
る

地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
防
災
活
動
に
取

り
組
む
「
共
助
」
が
重
要
で
す
。

　
み
な
み
や
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
と
小
笠
南
地
区
自
治
会
は
２

月
１９
日
、
「
安
全
・
安
心
と
雪
ま

つ
り
」
を
開
催
。
多
く
の
体
験
を

通
し
「
み
な
み
や
ま
の
安
全
・
安

心
は
自
分
た
ち
が
つ
く
る
」
と
い

う
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
　
場
の
み
な
み
や
ま
会
館
で
は
、

　
　
東
海
地
震
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
る
た
め
、

救
命
法
・
救
護
法
体
験
や
煙
体
験

を
実
施
。
避
難
生
活
を
想
定
し
た

炊
き
出
し
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は

非
常
食
の
ア
ル
フ
ァ
米
を
試
食
し

ま
し
た
。
ま
た
、
自
転
車
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
装
着

体
験
、
酒
気
帯
び
体
験
な
ど
交
通

安
全
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
ひ

ら
か
わ
劇
団
が
振
り
込
め
詐
欺
に

注
意
す
る
た
め
の
寸
劇
を
上
演
す

る
な
ど
、
日
常
生
活
で
起
こ
り
う

る
危
険
か
ら
、
自
分
の
身
を
守
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
な
み
や
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

　
　
議
会
の
曽
根
誠
会
長
は
、

「
小
笠
南
地
区
は
市
内
で
最
も
南

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
以
降
、
津
波
の
問
題
も
含
め

安
全
・
安
心
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

改
め
て
地
域
全
体
で
安
全
・
安
心

に
つ
い
て
考
え
、
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
実

施
し
ま
し
た
」
ま
た
、
「
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
自
治
会
長
の
皆

さ
ん
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
、
地

元
消
防
団
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
た
く
さ

ん
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
実
施
し

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
も
重
要
で

す
が
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
南
地

区
の
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
協
力

し
、
交
流
を
深
め
た
と
い
う
こ
と

に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
、
地
域
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

大会

み

みなみやまコミュニティ
協議会
曽根  誠 会長（河東西）

まこと
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特集 私たちは忘れない

日頃の付き合いが
災害時対応を決める
　東日本大震災を機に高まった
防災意識、時間の経過と共に薄
れてきているのではないでしょ
うか。今回のイベントを通じ、
皆さんの防災意識が高まればう
れしいです。また、このような
イベントも、１回で終わってし
まうのではなく、毎年継続的に
開催していくことも重要だと考えています。
　災害が発生したとき、日頃からコミュニケーションが
取れている地域と、そうでない地域では対応に大きな差
があると思います。今回のイベントには、地域のいろい
ろな立場の人が関わっています。準備や運営などを通し
て連携を深めておけば、いざという時の連携もスムーズ
にいくのではないでしょうか。
　また、小笠南地区では、通常１年で交代してしまう自

治会長たちが、年度ごと
に自治会長会を結成。イ
ベントの際に模擬店を出
店するなど、連携を深め
ています。こうした普段
からの付き合いが、いざ
というとき必ず役に立つ
のではないでしょうか。

小笠南地区自治会

磯　雅夫 会長（大門）
まさ    お

今
こ
そ
再
確
認

自
分
を
守
る
日
頃
の
備
え

自助
災
害
発
生
時
に
一
番
大
事
な
こ
と
。そ
れ
は
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
。

一
人
ひ
と
り
が
、ま
ず「
自
分
が
生
き
残
る
た
め
の
備
え
」を
す
る
こ
と
が
被
害

を
最
小
限
に
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、み
な
み
や
ま
安
全
・
安
心
と
雪
ま
つ
り
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
、

東
日
本
大
震
災
以
降
に
実
施
し
た
備
え
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

▲会場には、多数の模擬店が出店
　された

地域の消防団として
積極的な活動を
　私たち消防団の活動は、地域
の皆さんの理解と協力により成
り立っています。今回、消防団
として何かできることはないか
と考え、消防車を展示し、子ど
もたちの記念写真撮影を行いま
した。防火衣を着たり、消防車
に乗ったりと、子どもたちが喜

んでくれて、本当に参加して良かったです。
　また先日は、地区内にある特別養護老人ホーム松秀園
の職員の方との打ち合わせ会を実施させていただきまし
た。身近にある施設ですが、初めて施設内に入り、避難
経路の確認や車椅子・ベッド等の搬出操作方法を教えて
いただきました。こうした連携を深めていくことで、い
ざという時、私たちが少しでも協力できることがあるの
ではないかと思います。
　近年、消防団の運営や
団員確保が大変厳しくな
っています。今後も、訓
練や消火活動だけでなく、
地域行事などに積極的に
参加し、消防団の活動を
多くの人に知っていただ
きたいと思います。

菊川市消防団第７分団

松本裕宏 分団長（高橋中）
やす   ひろ

▲車椅子の操作法を確認する消防
　団員

寝室から家具をなくしました
原　功さん（サンライズ）

地震はいつ起こる
かわかりませんので、
家の中の家具を固
定しました。特に寝
室は、置いてあった
たんすを他の部屋
に移動し、何もない
部屋で寝るようにし
ています。

家族で地震の話をしました
ボランティアとして参加した岳洋中１年

平野拓未くん山田哲平くん岡田悠斗くん

東日本大震災の
被害を見て、地震
は本当に怖いと
思いました。家族
とも、僕たちが学
校にいるとき地
震が起こったら、
どうすれば良いか、
話をしました。

非常食や飲み水を準備しました
加藤実希さん隼輝くん愛樹ちゃん（柳町）

東日本大震災後、非
常食など備蓄品の
購入や、飲み水を確
保するため給水タ
ンクも準備しました。
また、寝室に家族全
員の靴を置き、災害
に備えています。

家族で避難場所を確認しました
赤堀雅彦さん真由美さん
　　隼大くん聖真くん（高橋中）

災害が発生したとき、
家族全員が一緒に
いるとは限りません
し、連絡が取れない
かもしれません。ど
こに避難すれば良
いか、家族で話し合
い、確認しました。

いさお

たく   み てっ ぺい ゆう    と はや   た

まさ  ひこ ま     ゆ    み

せい   ま

み     き しゅん き ら     な

しょうしゅうえん



　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、

宮
城
県
名
取
市
立
増
田
中
学
校
か

ら
来
た
生
徒
会
長
石
橋
光
梨
で
す
。

菊
川
西
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
は
、

私
た
ち
の
増
田
中
学
校
が
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
避
難
所
に

も
な
っ
て
い
た
時
、
震
災
義
援
金

の
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
感

謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
、
ま
た
学

校
間
の
情
報
交
換
を
兼
ね
た
交
流

活
動
を
行
う
た
め
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　
私
は
、
今
年
の
６
月
に
菊
川
西

中
学
校
の
生
徒
の
方
が
増
田
中
に

訪
問
さ
れ
た
と
き
に
も
３
月
１１
日

の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

今
日
は
、
皆
さ
ん
に
も
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
３
月
１１
日
、
あ

の
日
増
田
中
学
校
は
卒
業
式
の
日

で
し
た
。
珍
し
く
明
け
方
に
地
震

が
あ
っ
た
こ
と
以
外
、
い
つ
も
と

変
わ
ら
な
い
朝
で
し
た
。
無
事
、

卒
業
式
が
終
わ
り
生
徒
が
家
に
着

き
、
ひ
と
息
つ
く
と
、
あ
の
震
度

７
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
の

大
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
の

祖
父
母
の
家
は
海
の
近
く
に
あ
り

ま
し
た
。
父
が
家
に
迎
え
に
来
て

急
い
で
近
く
の
祖
父
母
の
家
へ
向

か
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
ま
さ
か

あ
ん
な
大
津
波
が
来
る
な
ん
て
全

く
知
ら
ず
に
向
か
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
、
そ
う
い
う
時
は
騒
が
し

い
様
子
が
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
時
は
、
あ
ま
り
に

も
静
か
す
ぎ
る
辺
り
の
様
子
が
と

て
も
恐
ろ
し
か
っ
た
で
す
。
シ
ー

ン
。
と
何
一
つ
音
が
な
い
。
か
す

か
に
聞
こ
え
る
の
は
、
た
ま
に
走

る
車
の
音
。
祖
父
母
の
家
に
は
誰
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。あ
れ
？
お
か
し
い

な
。
家
の
中
で
待
っ
て
い
よ
う
か

な
。
と
思
っ
た
の
で
す
が
不
思
議

に
父
は
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ふ
と
車
の
テ
レ
ビ
を
見
る

と
、
「
大
津
波
警
報
!!
た
だ
ち
に

海
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
!!
」
と

い
う
荒
々
し
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
耳

に
入
り
ま
し
た
。
え
っ
。
そ
し
て
、

気
が
つ
く
と
後
ろ
か
ら
真
っ
黒
な

海
が
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
さ
っ
き
ま
で
の
景
色
は
。

考
え
る
暇
も
な
く
父
は
も
の
す
ご

い
ス
ピ
ー
ド
で
走
ら
せ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
こ
と
は
あ
ま
り
覚
え
て

い
ま
せ
ん
。
た
だ
泣
き
叫
ん
で
い

た
こ
と
し
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
家
の
近
く
の
高
台
に
逃

げ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
全

て
を
飲
み
込
む
大
津
波
を
た
だ
黙

っ
て
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
電
話

も
メ
ー
ル
も
電
気
も
な
い
。
誰
が

助
か
っ
て
誰
が
い
な
い
の
か
。

どうか皆さんの１日に
　　   どうでもいい日がないように願っています

宮城県名取市立増田中学校　生徒会長　石橋光梨
ひか      り

→

←



増田中生徒会長の石橋光梨さん（右・２年）と副会長の大
平優花さん（２年）。東日本大震災後、佐藤福実校長、高橋
健浩教諭とともに菊川西中学校が届けた義援金のお礼
のために来校した。

※石橋さんは行方不明になっていた祖父母と再会できました。

写真 : 高橋地内で撮影

人
を
頼
り
に
聴
い
た
情
報
で
は
、

私
の
大
切
な
家
族
が
二
人
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

二
人
を
助
け
た
い
一
心
で
水
の
中

に
あ
る
祖
父
母
の
家
に
行
こ
う
と

騒
ぎ
に
ま
ぎ
れ
て
こ
っ
そ
り
家
を

出
ま
し
た
。
二
人
が
家
に
い
る
の

か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
と
に

か
く
体
が
動
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
は
あ
ま
り
に
も
無
力
で
し
た
。

何
度
も
何
度
も
水
の
中
に
足
は
入

れ
る
も
の
の
、
進
む
た
び
に
深
く

な
り
黒
く
な
る
。
こ
の
ま
ま
溺
れ

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら…
。
そ
ん

な
恐
怖
が
襲
い
、
進
め
な
く
な
る
。

そ
し
て
、
そ
の
時
、
が
ん
っ
!!
と

何
か
に
ぶ
つ
か
り
一
気
に
深
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
無
我
夢
中
で
腕

を
動
か
し
水
の
中
か
ら
出
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
体
の
震
え
が
止
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
の
時
の
恐
怖

は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
無
力
さ
弱
さ
に
私
は

た
だ
泣
く
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
父
も
途
中
で
会
っ
た
祖

父
母
も
そ
の
夜
は
何
度
も
何
度
も

凍
え
る
よ
う
な
水
の
中
び
し
ょ
濡

れ
に
な
り
な
が
ら
行
方
不
明
に
な

っ
た
二
人
が
、
次
の
日
汚
れ
た
姿

で
帰
っ
て
く
る
ま
で
ず
っ
と
探
し

て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
街
か
ら
光
が
消
え
た
そ

の
夜
空
は
、
悲
し
く
残
酷
な
ほ
ど

に
星
が
美
し
く
輝
き
、
見
と
れ
る

ほ
ど
に
き
れ
い
で
し
た
。
ま
た
、

そ
ん
な
状
況
に
置
か
れ
て
気
づ
く

人
の
温
か
さ
、
思
い
や
り
の
心
は

忘
れ
ま
せ
ん
。
涙
が
流
れ
る
と
き

支
え
て
く
れ
た
仲
間
、
た
く
さ
ん

の
お
菓
子
を
く
れ
た
名
前
も
知
ら

な
い
人
、
私
の
大
切
な
友
達
の
遺

体
を
必
ず
見
つ
け
出
し
て
く
れ
る

と
約
束
し
て
く
れ
た
自
衛
隊
の
人
、

た
く
さ
ん
の
豚
の
死
骸
の
中
か
ら

見
つ
け
た
小
さ
な
命
、
そ
し
て
、

遠
く
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
た
菊
川

西
中
の
皆
さ
ん
。
私
は
全
て
の
人

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で

す
。

　
あ
の
震
災
の
あ
と
も
当
た
り
前

の
よ
う
に
過
ぎ
て
ゆ
く
毎
日
。
し

か
し
、
私
た
ち
は
そ
の
一
日
一
日

を
大
切
に
噛
み
し
め
な
が
ら
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

だ
っ
て
、
私
た
ち
が
生
き
る
今
日

は
も
っ
と
生
き
た
か
っ
た
誰
か
の

明
日
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

　
ど
う
か
皆
さ
ん
の
一
日
に
ど
う

で
も
い
い
日
が
な
い
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
増
田
中
は
こ

れ
か
ら
も
菊
川
西
中
学
校
さ
ん
と

の
交
流
が
出
来
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

特集　私たちは忘れない　終

この文章は、宮城県名取市立増田中学校の生徒会長・石橋光梨さんが12月９日、
菊川西中学校（山口久芳校長）の全校生徒を前にスピーチしたものです。
恐怖・怒り・悲しみを乗り越え、しっかり前を向き、歩み続ける光梨さんが伝えてくれたメッセージ。
「今日」を生きる私たちは、彼女のメッセージを決して無駄にしてはいけません。
今、私たちにできることは、かけがえのない命を守るために何ができるのかを真剣に考え、行動に移すこと。
そして、１日１日を大切に生きていくことではないでしょうか。
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市
内
の
小
中
学
生
に
よ
る
よ
さ

こ
い
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
炎
衆
北

斗
」
。
菊
川
産
の
茶
葉
を
売
り
込

む
「
菊
川
茶
Ｐ
Ｒ
隊
」
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
１
月
２５
日
、
市
や
市

内
茶
業
関
係
者
で
構
成
す
る
市
茶

業
協
会
か
ら
委
任
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
小
学
生
も
中
学
生
も
み
ん
な
仲

良
し
な
炎
衆
北
斗
。
市
内
の
小
学

３
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
の
１５
人

で
組
織
さ
れ
、
結
成
か
ら
９
年
目

の
チ
ー
ム
で
す
。
永
田
隆
久
座
長

（
菊
川
西
中
教
諭
）
の
指
導
の
下
、

地
域
の
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
や
市

内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
よ
さ
こ

い
」
な
ど
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
平
成
１９
年
に
は
社
会
貢

献
を
認
め
ら
れ
、
「
小
さ
な
親
切

運
動
実
行
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
委
嘱
式
で
、
太
田
順
一
市
長
は

「
『
お
茶
の
ま
ち
菊
川
』
を
炎
衆

北
斗
の
皆
さ
ん
が
宣
伝
し
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
若
い
皆
さ
ん
に

『
菊
川
は
お
い
し
い
お
茶
を
生
産

し
て
い
る
よ
』
『
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
ま
ち
だ
よ
』
と
積
極
的
に

宣
伝
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
赤
堀
安
希

さ
ん
（
菊
川
西
中
２
年
）
は
「
私

た
ち
炎
衆
北
斗
を
菊
川
茶
Ｐ
Ｒ
隊

に
任
命
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
昔
か
ら
お

茶
が
大
好
き
な
の
で
、
菊
川
茶
や

菊
川
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
い
ろ
い

ろ
な
人
に
広
め
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
永
田
座
長
は
「
炎
衆
北
斗
は
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元
気
で
、
世

の
中
を
明
る
く
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
た

め
に
９
年
間
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し

た
。
お
茶
の
Ｐ
Ｐ
隊
に
任
命
と
い

う
こ
と
で
、
地
元
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
み
か
け
た

ら
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
メ
ン

バ
ー
の
写
真
が
入
っ
た
菊
川
産
深

蒸
し
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
イ
ベ

ン
ト
の
際
に
配
り
、
菊
川
茶
の
消

費
拡
大
に
一
役
買
い
ま
す
。
菊
川

茶
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
も
自
主
的

に
制
作
す
る
予
定
で
す
。

　
３
月
、
４
月
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
施
設
訪
問
や
市
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
多
数
の
出
演
を
控
え

て
い
る
炎
衆
北
斗
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

あ
ふ
れ
る
若
い
彼
女
た
ち
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

笑顔と元気とともに
菊川茶の魅力を発信します！

菊川茶PR隊　炎衆北斗

市内の頑張る人・輝いている人を紹介します Face ofきくがわ
１_駅南朝市フリーマーケット＆
グルメで菊川茶を笑顔でPRする
メンバー（１月28日）
２_代官屋敷梅まつりの長屋門
フェスタでよさこいダンスを披露
する（１月29日）

炎衆北斗
-えんしゅうほくと-
平成15年発足のよさこいダンス
チーム。土日を中心に、市内・市外
問わずさまざまなイベントへの出
演やデイサービスへの訪問など
ボランティア活動を実施している。
現在、新メンバーも募集中。

1

2

あ   

き

た
か
ひ
さ





き
れ
い
な
菊
川
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

公
共
下
水
道
の
区
域
が

広
が
り
ま
し
た

平
成
23
年
度
の
下
水
道
管
渠
整
備
も
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
進
み

ま
し
た
。４
月
か
ら
新
た
に
お
よ
そ
４
．２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
下
水
道
が
供

用
開
始（
使
用
可
能
）と
な
り
ま
す
。今
回
の
整
備
区
域
は
、図
中
の
■
の
範
囲

（
本
所
の
一
部
、潮
海
寺
の
一
部
、西
方
の
一
部
、加
茂
の
一
部
）で
す
。

今
後
も
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
室
庶
務
係（
菊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
35-

０
９
３
３
）

供用開始の図書縦覧を行います
　公共下水道の供用を開始する日や区域図な
どの図書を縦覧します。この期間にご確認くだ
さい。
期間　３月15日（木）～30日（金）
　　　午前８時15分～午後５時
　　　※土・日曜日、祝日を除く。
縦覧場所・問い合わせ
菊川市加茂3410－2　下水道室庶務係
（菊川浄化センター内☎35-0933）

か
ん
き
ょ



を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
：
廃
食
油
（
グ
リ

ー
ス
）
な
ど
を
せ
き
止
め
る
装
置
。

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
に
つ
い
て

　
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
で
は
、
下

水
道
へ
切
り
替
え
る
工
事
を
各
家
庭
の
負

担
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
工
事
は
、

必
ず
市
に
登
録
さ
れ
た
「
排
水
設
備
工
事

店
」
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　

　
市
で
は
、
下
水
道
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
に
受
益
者
負
担
金
の
減
免
制
度
・
接

続
工
事
費
へ
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
下
水
道
室
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
、

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
生
活
環
境
を
改
善

し
、
菊
川
を
き
れ
い
な
川
に
戻
し
て
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
一
日
も
早
く
下
水

道
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

汚
水
中
の
汚
染
物
質
（
有
機
物
）
が
微
生

物
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
る
と
き
に
必
要
な

酸
素
量
の
こ
と
。
こ
の
数
値
が
小
さ
い
ほ

ど
、
水
質
が
よ
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

適
切
に
下
水
道
施
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
台
所
・
風
呂
・

ト
イ
レ
が
「
下
水
道
の
入
口
」
で
す
。
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
物
（
た
ば

こ
・
紙
お
む
つ
・
布
巾
・
キ
ッ
チ
ン
タ
オ

ル
な
ど
）
や
油
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

（
写
真
１
）。
下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
汚

水
ポ
ン
プ
の
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
飲
食
店
な
ど
で
は
、※

グ
リ
ー
ス
ト
ラ

ッ
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な

清
掃
・
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

管
理
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
下
水
道
施

設
に
損
傷
を
与
え
た
場
合
は
、
修
繕
費
用

下
水
道
の
役
割

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
水
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
自
然
の
恵

み
を
利
用
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
私
た

ち
が
汚
し
た
水
を
そ
の
ま
ま
川
や
海
に
流

す
こ
と
は
環
境
破
壊
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら

排
出
さ
れ
る
汚
れ
た
水
を
集
め
て
処
理
し
、

き
れ
い
な
水
に
戻
し
て
か
ら
自
然
界
に
返

す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
き
れ
い
な
水
を
守
る

●
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
る

●
快
適
な
生
活
が
送
れ
る

進
む
水
質
改
善
効
果

　
市
の
下
水
道
施
設
は
、
平
成
１７
年
に
供

用
開
始
さ
れ
、
平
成
２３
年
３
月
末
現
在
の

普
及
率
は
２０
．
４
％
で
す
。
年
々
普
及
率

は
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
か
ら
の
排
水
が
菊
川
に
流

れ
込
む
「
五
丁
目
ひ
管
」
（
バ
ロ
ー
北

側
）
の※

Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
は
、
下
水
道
整
備
前

の
平
成
１６
年
度
以
前
は
平
均
１８
㎎
／
ℓ
と

高
い
数
値
で
し
た
（
図
１
）
。
し
か
し
、

菊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
さ
れ
た

平
成
１７
年
度
以
降
は
、
１０
㎎
／
ℓ
以
下
と

な
り
今
年
度
は
２
．
９
㎎
／
ℓ
（
２３
年
１１

月
観
測
値
）
と
年
々
水
質
が
改
善
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

排水設備や便所の水洗化工
事は、一定の基準で正しく行
わないと排水管が詰まったり、
臭いが建物内に侵入するなど
の問題が生じるほか、下水道
の施設を損傷させることもあ
ります。
　このため、専門的な知識を
持つ排水設備責任技術者が
専属し、かつ市が指定した工
事店でなければ工事を行うこ
とはできません。
　指定工事店は皆さんに代
わって必要な書類を作成し、
工事に伴う申請や届出などの
手続きをしてくれます。詳しく
は下水道室にお問い合わせく
ださい。

下水道設備工事は
指定工事店に

図１.五丁目ひ管の水質改善の推移写真１.下水道管に流れてきたもの
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